
20　ユニット及びその他の工事

17　カーテンウォール工事

※「３．工事種目」すべてを工事範囲とする。

　　押出成形ｾﾒﾝﾄ板工事

・「３．工事種目」のうち　　　　　　　　　　の工事範囲は下記表のとおりとする。

13　屋根及びとい工事

 8  ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ・ALCパネル・

 6  コンクリート工事

ただし、他の工事種目はすべて今回工事範囲とする。

19　内 装 工 事

18　塗 装 工 事

16　建 具 工 事

15　左 官 工 事

14　金 属 工 事

10　石　工　事

12　木　工　事

11　タイル工事

 9  防 水 工 事

 7  鉄 骨 工 事

 5  鉄 筋 工 事

 4  地 業 工 事

５．工事範囲

 3  土  工  事

 2　仮 設 工 事 すべて

特 記 仕 様 書

３．工事種目

２．敷地面積

Ⅰ　　工事概要

１．工事場所

5

6

2

※ 現場説明書による                     ・構内指示の場所に堆積  ・構内指示の場所に敷き均し

埋戻し及び盛土の種別　

建設発生土の処理

埋戻し及び盛土3 (3.2.3)

 (3.2.5)

・ C種 ・ D種 ・ E種　・100  ・間仕切壁パネル

9

・Ｔ(ﾀｲﾙﾍﾞｰｽﾊﾟﾈﾙ）  

・Ｄ(ﾃﾞｻﾞｲﾝﾊﾟﾈﾙ）   

・Ｆ(ﾌﾗｯﾄﾊﾟﾈﾙ）    

　　表面形状

外壁、屋根パネルの工法

アスファルト防水

押出成形セメント板

・間仕切壁パネル

・外壁パネル

　パネルの種類

・床パネル

・屋根パネル

 　厚さ(mm）

・100  

・100  

・B 種

(9.2.2～5)(表 9.2.3～9)

・C 種

(8.5.2～5)

  幅(mm）

・B 種

・A 種

 工法の種別

（N/㎡）

※ 空洞ブロック 16　　

帳壁及び塀

コンクリートブロック

ALC

ブロック造

補強コンクリート

ブロックの種類

・外壁パネル

パネルの区分

 正味厚さ

・ A種 ・ B種

 厚さ

・100  

  　 工法の種別

 (8.4.2～5)

 (8.3.2、3)

 (8.2.2、5)

4

   F種

外壁、間仕切壁パネルの出隅及び入隅のパネル接合部並びにパネルと他部材との取り合い部の

目地幅（mm） 

特記仕様書（構造関係）による

特記仕様書（構造関係）による

特記仕様書（構造関係）による

工事設計図

足場その他

「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガイドラインの

   別紙１「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における2の(2)手すり据置方式

   又は(3)手すり先行専用足場方式により行う。

各部の配筋　　※図示　・

・ 

 断面形状及び圧縮強さ  正味厚さ ﾓﾃﾞｭｰﾙ呼び寸法(mm)

  化粧の有無

  長さ   高さ

ﾓﾃﾞｭｰﾙ呼び寸法(mm)

  長さ   (mm)   高さ

・無　・有

   (mm)

　　　　　　　　・ 20　・

 (mm)

7
特記仕様書（構造関係）による

・Ｔ(ﾀｲﾙﾍﾞｰｽﾊﾟﾈﾙ）  

・Ｄ(ﾃﾞｻﾞｲﾝﾊﾟﾈﾙ）   

・Ｆ(ﾌﾗｯﾄﾊﾟﾈﾙ）    

・ Ａ 種 　適用場所（　　　　　　　　　）　

・ Ｂ 種 　適用場所（　　　　　　　　　）　

・ Ｃ 種 　適用場所（　　　　　　　　　）土質（　　　　　　　　）受渡場所（　　　　　）　

・ Ｄ 種 　（細粒分（75μm以下）の含有率（重量百分率）の上限を50％未満とする。）

・ 

山留めの存置 存置範囲（・図示　・　　　　　　　　　）

ブロックの種類
8

・　Ａ－１

・  Ｂ－１

・　Ｂ－３

・  Ａ－２

・  Ａ－３

 立上り部の保護　 種   別    施工箇所    　　　断熱材  絶縁用シート

・  Ｂ－２

□Ｇ

・　ＡＩ－１

・　ＡI－２

・　ＡI－３

・　ＢＩ－１

・　ＢＩ－２

・　ＢＩ－３

※ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ

厚さ0.15mm以上

※ﾌﾗｯﾄﾔｰﾝｸﾛｽ

     70g/㎡程度

・  乾式保護材

・　コンクリート押え

改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ　

　※標準仕様書表9.2.3から標準仕様書表9.2.8による　　・

部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

　※標準仕様書表9.2. から標準仕様書表9.2.8による　　・

押え金物の材質及び形状

　※アルミニウム製　Ｌ-30×15×2.0mm程度　　・

平場の保護コンクリートの厚さ

　こて仕上げ　　※水下　80mm以上　・

　床タイル張り　※水下　60mm以上　・

　防水層の種別

屋根保護防水

・　Ｄ－１

・  Ｄ－４

・　ＤＩ－２

・  Ｄ－２

・  Ｄ－３

仕上塗料
　 種別 施工箇所    　　　     断熱材

種類

・  ＤＩ－１

□Ｇ

・ 

　防水層の種別

屋根露出防水

(材質）※JIS A 9521による硬質ウレタン

フォーム断熱材2種1号若しくは2号で透

湿係数を除く規格に適合するもの又は

(厚さ）　・ ２５ｍｍ　　・

使用量

・ 製造所の

　指定による

・ 

・ 製造所の

　指定による

・

・Ｅ－１ ・Ｅ－２

　       施工個所　   種別 　種   別 　        施工個所

保護層　・設ける（※図示　・　　　　）　・設けない

防水層の下地のモルタル塗り　・適用する（施工範囲　※図示　・　　　　　）

立上りコンクリート打放し仕上げ　 

  ※標準仕様書表6.2.4[打放し仕上げ種別]のB種　・ 

屋根排水溝　※図示　・

・無　・有

(表8.3.1)以外

各部の配筋　　※図示　・

・ 空洞ブロック 08　　

・ 空洞ブロック 16　　

の適用箇所 

単位荷重
   耐火性能

有（１）時間

・有（　）時間

 (mm)

 長さ

・ 

・ 

・ 

・ 

  加工

  表面

・平

・意匠 

・平

・意匠 

     パネル幅の最小限度を300mm未満とする場合 ・ 

     建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

外壁、間仕切壁パネルの伸縮目地への耐火目地材の充填　・適用する　・適用しない

・50 ・60 ・

　600・50 ・60 

　60 

・50 ・60 ・

・50 ・60 

　60 

外壁パネルの工法

パネル相互の目地幅(mm)　※長辺8、短辺15 ・

出隅及び入隅のパネル接合目地の目地幅(mm)　※15　・ 

やむを得ず欠き込み等を行う場合は、下表の寸法を限度とする。ただし、欠損部分を考慮した強

度を確認のうえ、施工計画書を提出する。

 長辺

 短辺パネルに開口

　　　　開口の大きさ   切断後のパネルの残り部分の幅

　・      　・図示

を設ける場合

パネルを切り

欠く場合  長辺

 短辺

　・      　・図示

　・      　・図示

　・      　・図示

　・      　・図示

　・      　・図示

　・      　・図示

　・      　・図示

押出法ポリスチレンフォーム断 

JIS A 9511によるＡ 種押出法

ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温 材の保温

・ 

（厚さ）・25mm　・50mm　・ 

 ・

 ・

・乾式保護材 　

　窯業系パネル：無石綿の繊維質原料等を主原料として、板状に押出成形しオートクレーブ養生

　　　　　　　　したもの。 

　金属複合板：金属板と樹脂を積層一体化したもの。 

（品質・性能・試験方法） 

　別表による

 適用箇所 

  平

・有（１）時間 

有（0.5）時間

・

・

による区分

 断面形状及び圧縮強さ

による区分

　 備考

　 備考

　防水層の種別

・無　・有

 ・無　・有

     建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

(3.3.3)

           適用場所（　　　　　　　　　）　

・無 

高日射反射率

防水の適用

        ・ 

        ・ 

        ・ 

        ・ 

        ・ 

        ・ 

□Ｇ

屋根露出防水絶縁断熱工法の場合の、ルーフドレン回り及び立上り部周辺の断熱材の張りじま

い位置     ※図示　・ 

　　　　　　　　　　　　　　・適用しない

(2.2.4)

  化粧の有無

・無　・有

・無　・有

　 備考

・

・

・

・

・

・

・

４．指定部分　　　　　　　　　　　　・有　・無　　対象部分（　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　指定部分工期　　　年　　月　　日

特　　記　　事　　項

（１）図面及び本特記仕様に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の下記仕様書等のうち、○を付け

Ⅱ.　　建築工事仕様

適用区分

材料の品質等

  建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。

項　　目

1

章

・

（３）本特記仕様書の表記

　２）特記事項は、

・ 印と ※ 印の付いた場合は、共に適用する。

　３）特記事項に記載の（     ）内表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

風速（Vo=　　 m/s）

地表面粗度区分

・ 印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

　　               建設省告示第1455号における区域　別表（　　）

（１）本工事に使用する材料は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき品質及び性能

    　を有するものとする。

環境への配慮

    を測定し、測定結果を監督職員に報告する。

(３）測定は、パッシブ型採集機器により行う。

(４）測定方法及び測定結果の報告は、現場説明書による。

(２）測定対象室及び測定箇所数は仕上げ表による。

室内空気中の

(１）室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、 エチルベンゼン、スチレンの濃度

 (1.5.9)

（２）電気設備工事及び機械設備工事を本工事に含む場合は、電気設備工事及び機械設備工事は、それぞれの工事特記仕様書

・ 印の付いたものを適用する。

○

○ ○

○

 (1.4.2)

　４） 　 印は、「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」□Ｇ

    ① 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、 パーティク

　   　材料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用す

    ③ 接着剤は、可塑性（フタル酸ジ－ｎ－プチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシル等を含

    ④ ①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホルムアルデヒド、

    　を指す。

　　　、次の①から④を満たすものとする。

（１）建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると共に

　   　塗料、仕上塗材は、アセ  アルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない

       有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。

       アセ  アルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使用したもの

（２）設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分において、「規制対象外」とは

    　次の①又は②に該当する材料を指し、同区分「第三種」とは次の③又は④に該当する材料

 (1.4.1)

    ② 接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を使用

    ①建築基準法施行令第20 条の７第１項に定める第一種、第二種及び第三種ホルムアルデ

      ヒド発散建築材料以外の材料

    ②建築基準法施行令第20 条の７第４項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

    ③建築基準法施行令第20 条の７第１項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築材料

    ④建築基準法施行令第20 条の７第３項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

（２）備考欄に商品名が記載された材料は、同等品を使用するものとし、同等品を使用する場合は

（３）標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所の指定する工法と

    　する。

　１）項目は、・ 印の付いたものを適用する。

　・風圧力

　・積雪荷重 　　

　   　ルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、

　     する。

       とする。

○

・

                       （　・ Ⅰ　・ Ⅱ　・ Ⅲ　・ Ⅳ　）

・

　　　監督職員の承諾を受ける。

・建築工事標準詳細図（平成28年版）（以下、「標準詳細図」という。）　　

外部（　）箇所

箇所数

外観正面 1箇所

画素数、画質等

電子データ(JPEGフルカラー

カラー印画紙キャビネ判

4500×3000ピク

形式・サイズ
提出

撮影者

工事完成時に次の写真を撮影し、監督職員に提出する。完成写真

（４）本工事に使用する材料のうち、(５）に指定する材料の製造業者等は、次の①から⑥すべての

　　　事項を満たすものとし、この証明となる資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評価

　　　されたことを示す書面を提出して監督職員の承諾を受ける。ただし、製造業者等名が記載さ

　  ①品質及び性能に関する試験データを整備していること。 

　　②生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。 

    ③安定的な供給が可能であること。 

    ④法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。 

    ⑤製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。 

    ⑥販売、保守等の営業体制を整えていること。 

カラー印画紙キャビネ判

カラー木製パネル 

上記と異なる

内部（　）箇所

撮影部位及び

・圧縮率1/4程度)

半切(324×400mm) 

セル以上で画像

補正を行ったも

の

建築完成写真の撮影

実績がある者で、監

督職員が承諾する撮

影業者

セット数

カラー印画紙キャビネ判

Ａ４アルバム綴じ※ 

カラー印画紙キャビネ判

Ａ４アルバム綴じ※ 

電子データ(JPEGフルカラー

・圧縮率1/4程度)

注1：※のアルバムは併せて作成する。

　　　れているものは、証明となる資料等の提出を省略することができる。

化学物質の濃度測定

　　　たものを適用する。

・建築物解体工事共通仕様書（平成24年版）　

・公共建築工事標準仕様書（建築工事編）平成28年版[平成28年6月制定]（以下、「標準仕様書」という。）

　   　る。

他工事又は他工種との

取合い

工事区分表による。これにより難い場合は監督職員と協議する。

・

・

・

・

　　　　　　　　　　に基づく「環境物品等の調達

（平成2

・ 型枠状ブロック 20　　

・　　

（材質）※JIS A 9521による 

熱材3種bA(スキン層付き)又は

板３種ｂ （ｽｷﾝあり）

JIS A 9511によるＡ種硬質ウレタンフォー

ム保温材の保温板2種1号若しくは2号で

透湿係数を除く規格に適合するもの

　　平成12年5月31日

                             ト

           ト

　600

平成12年法律第100号）

の推進に関する基本方針 日閣議決定）」に定める9年2月7 特定調達物品等を示す。

 A

 L

 C

パネル

東京国際空港新貴賓室新築

東京都大田区羽田空港内

10,639.55㎡（貨物地区（１）全体：1,311,385.67㎡）

○

○ ○

○

○

34

○

24

○

○

○

○

○

材料の検査等・○ あらかじめ材料検査予定表及び材料検査願を提出する。

検査及び試験結果は、すみやかに報告書を作成し、提出する。

製作工場において、監督職員の立会いの上、材料検査を行うものは次による。

(1)構造用鋼材 (2)石 (3)木（仕上げ材） (4)アルミキャストパネル

(5)防弾ガラス (6)SW-208ガラス (7)PC (8)手刺し段通

(9)緞子張り (10)和紙 (11)庭園石

見本施工・○ 施工に先立つ適切な時期に施工し、監督職員の承認を受ける。

立面図に記載の範囲とし、以下の項目を含む。

屋根（段付ハゼ定尺工法横葺）、軒天（アルミカットパネル）、アルミキャストパネル

○

○

○

○

○ 図示

○

4

2

2

4

2

○

１．建物　１）貴賓室新築　鉄骨造一部鉄筋コンクリート造

　　　　　　　地上1階、地下1階建

　　　　　　　建築面積：2,520.61㎡

　　　　　　　延べ面積：1,750.51㎡

　　　　　２）制限区域内化粧室新築　鉄筋コンクリート造一部鉄骨造

　　　　　　　地上1階建

　　　　　　　建築面積：34.68㎡

　　　　　　　延べ面積：20.16㎡

　　　　　３）制限区域外化粧室新築　鉄筋コンクリート造一部鉄骨造

　　　　　　　地上1階建

　　　　　　　建築面積：90.00㎡

　　　　　　　延べ面積：78.75㎡

２．外構　１）舗装　イ）アスファルト舗装新設一式

　　　　　　　　　　ロ）石張り舗装新設一式

　　　　　　　　　　ハ）植栽帯新設一式

20

40

航空写真

　　（ ） 箇所3

カラー印画紙キャビネ判

カラー印画紙キャビネ判

Ａ４アルバム綴じ※ 

電子データ(JPEGフルカラー

・圧縮率1/4程度)

4

2

注2：上記すべての写真をまとめたフォトアルバム（310mm×310mm×40ページ）　部を含む4

工事中における

周辺への配慮

空港内での工事であることに配慮し、工事に際しては発生材の管理を徹底し、・○

エプロンへのゴミ等の飛散防止対策を徹底すること。

あらかじめ周辺への配慮について計画書を提出し、監督職員の承諾を受けること。

鎖樋、PC板+左官(2)、SSW202（防弾ガラスは一般のガラスで代用可）、内部下り壁（リブパネル）

内部天井（天然木練付化粧合板(1)+竿縁、奥行1,800程度）

擁壁A（幅1,800程度）

サンプル製作・○ 施工に先立つ適切な時期に製作し、監督職員の承認を受ける。

手刺し段通(1)～(3)　各2種類　1.800×1,800程度

緞子張り(1)、(2)　各2種類　1,200×3,600程度

和紙　各2種類　900×4,100程度

織物クロス(1)　2種類　900×900程度

天然木練付化粧合板(1)　A-304　天井詳細図に記載の3種類　1,200×1,200程度

（５）製造業者等に関する資料の提出を求める材料

　　　無収縮グラウト材、既製調合モルタル、既製調合目地材、錠前類、クローザー類、

　　　自動扉機構、防水剤、現場発泡断熱材、フリーアクセスフロア、トイレブース、

　　　天井点検口（既製品のみ）、床点検口、グレーチング、エポキシ樹脂、

　　　ポリマーセメントモルタル

-
-

東京国際空港新貴賓室新築工事

平成30年 3月 A1: 1／
A3: 1／

mm

株式会社 梓設計

一級建築士　第182771号

管理技術者　永池　雅人

総括調査職員　松村壮敏

国土交通省　東京航空局　空港部　建築室

建築調査職員　馬上　威

建築調査職員　大江良太
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シート防水

改質アスファルト 、 )(表 9.3.1～3)

・ＡＳ-Ｔ４

・ＡＳ-Ｔ１

・ＡＳ-Ｔ２

・ＡＳ-Ｊ１

・ＡＳ-Ｔ３

　 種   別

・ＡＳＩ-Ｔ１

・ＡＳＩ-Ｊ１

  防湿層

・設ける 

 施工
   断熱材□Ｇ

(材質）※JIS A 9521に

 断熱材2種1号若しくは

 2号で透湿係数を除く規

(厚さ）・ 25ｍｍ　　・

・

改質アスファルトシートの種類及び厚さ

※標準仕様書表9.3.1から表9.3.3による　・

粘着層付改質アスファルトシートの種類及び厚さ

※標準仕様書表9.3.1から表9.3.3による　・

部分粘着層付改質アスファルトシートの種類及び厚さ

  ※標準仕様書表9.3.1から表9.3.3による　・

（改質アス

　防水層の種別

        ・ 

        ・ 

        ・ 

        ・ 

        ・ 

        ・ 

        ・ 

  ファルト

  製造所の

 ・設けない 

押え金物

  ※改質アスファルト製造所の仕様による   ・

・

ルーフィングシート

合成高分子系

防水

・Ｓ-Ｍ３

・Ｓ-Ｆ１

・Ｓ-Ｆ２

・Ｓ-Ｍ１

・Ｓ-Ｍ２

   仕上塗料

ケイ酸質系塗布防水

　 種  別

・ＳＩ-Ｆ１

・ＳＩ-Ｆ２

・ＳＩ-Ｍ１

・ＳＩ-Ｍ２

(9.6.1、3)(表9.6.1、2)

  施工箇所       等級
の適用

間伐材等

・　　　

・　　　

・　　　

   樹種 　  含水率

・「製材の日本農林規格」による下地用針葉樹製材

  施工箇所
の適用

間伐材等

・　　　

   樹種

・「製材の日本農林規格」による造作用針葉樹製材

  施工箇所
の適用

間伐材等

・　　　

・　　　

   樹種

・「製材の日本農林規格」による広葉樹製材

「製材の日本農林規格」以外の製材

  施工箇所
の適用

間伐材等

・　　　

   樹種 含水率

（　　　　） 

(mm)

 寸法

ホルムアルデヒド放散量  ※規制対象外　・ 

    施工箇所 　　　      見付け材面の等級
の適用

間伐材等

・　　　

・　　　

・　　　

   樹種

※１等　　・２等

　(mm)

　寸法

・「集成材の日本農林規格」による造作用集成材

※１等　　・２等

※１等　　・２等

   施工箇所  見付け材面の等級
の適用

間伐材等

・　　　

・　　　

・　　　※１等　　・２等

　(mm)

　寸法

・「集成材の日本農林規格」による化粧ばり造作用集成材

の厚さ(mm)

化粧薄板

・「集成材の日本農林規格」以外の造作用集成材

   施工箇所 　見付け材面の品質

の適用

間伐材等

・　　　

・　　　

・　　　

  樹種

　(mm)

　寸法 　　　含水率

※15％以下　　・

シーリング

　　　　　　施工箇所

ングは１７章による

　　　　　　シーリング材の種類（記号）

(9.7.2、3)(表 9.7.1)

(10.6.2、3)

(11.2.2、7)

型枠先付け

試験張り　・行う　・行わない 

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

見本焼き　・行う　・行わない 

陶磁器質タイル型枠

・既製調合モルタル

セメントモルタルによ

11

床及び階段の石張り

タイルの形状、寸法等

   (mm)

備考

 (10.2.1、3)(表 10.2.1、2)

 (10.2.2、3)(10.3.2、3)外壁湿式工法

石材等

　　　　　　　　　          シーリング材　・適用する　・適用しない

 石材の種類 　　形状 　厚さ 表面

12

タイル型枠先付け面のせき板の種別適用タイル

大形タイル

・二丁掛けタイル

・小口タイル・タイルシート法

・金属製タイル先付け用パネル

※ 標準仕様書6.8.3(b)(2)

・目地桝法

・桟木法

天然石

 施工箇所
 形状/寸法

標準

うわぐすり

施ゆう

 役物

無ゆう

色

特注

再生材料の

適用□Ｇ
耐凍害性

施工箇所

種　　類

アンカーの材質及び径　※SS400　M12　・

あと施工アンカーの材質及び寸法（　　　　　　　　　　　　　）

目地　　　　　一般目地　    目地幅(mm)　※6以上　・

　　　　　　　伸縮調整目地　位置　※標準仕様書11.1.1による　・図示

　　　　　　　　            シーリング材の目地寸法　

 (10.2.2)(10.4.2、3)内壁空積工法

あと施工アンカーの材質及び寸法　（　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　            シーリング材の目地寸法　

乾式工法

アンカーの材質及び形状　※ステンレス（SUS304）M10　　・

 (10.2.2)(10.5.2、3)(表10.2.4)

取付け方式　　・スライド方式　　・ロッキング方式

表面仕上げ (12.1.4)(表12.1.1)

製材□Ｇ

造作用集成材□Ｇ

・代用樹種を使用できない箇所（　　　　　　　　　　　　）

・適用する

・適用しない

 防虫処理

※ Ｃ－ＵＩ ・ Ｃ－ＵＰ

　　　　施工箇所　   　種別

アンカーの材質及び径　※SS400　M12  ・

※2級・

　　　形状

　　　形状

※2級・

※2級・

(mm)

(mm)

 寸法

(mm)

 寸法

      等級

      等級

※1等・

※1等・

※1等・

 造作材の材面

    の品質

　品質

有 無

耐滑

有 無

　　種別 　　　　　施工箇所

受金物　　　　材質　※SS400　　     ・

　　　　　　　形状及び寸法　 　     ・L-75×75×6(mm)の加工　長さ100mm

　　　　　　　　　　　　　　　      ・L-75×75×6(mm)の加工　長さ150mm

受金物　　　　材質　※SS400　　・

　　　　　　　形状及び寸法　 　・L-75×75×6(mm)の加工　長さ100mm

　　　　　　　　　　　　　　　 ・L-75×75×6(mm)の加工　長さ150mm

る陶磁器質タイル

モルタル塗りのコンクリート素地面の処理 ・MCR工法　・目荒し工法（高圧水洗処理）・

壁タイル張りの工法 　

  外装タイル　　・密着張り　　・改良積上げ張り　　・改良圧着張り 　

  内装タイル以外のユニットタイル　　・マスク張り　　・モザイクタイル張り 

(11.3.2～4、7)接着剤による

陶磁器質タイル

接着剤のホルムアルデヒド放散量　  ※ 規制対象外　 ・

外装タイル接着剤張りにおける目地のシーリング材

　打継ぎ目地　※ポリウレタン系シーリング材　・

　ひび割れ誘発目地　※ポリウレタン系シーリング材　・

　伸縮調整目地　※変成シリコーン系シーリング材　・

　その他の目地　※変成シリコーン系シーリング材　・

モルタル塗りを行うコンクリート素地面の処理　・MCR工法 ・目荒し工法（高圧水洗処理）・

　　　　　　　　　    　　　シーリング材　・適用する　・適用しない

目地　　　　　一般目地　　　目地幅(mm)　・図示　　・

　　　　　　　伸縮調整目地　位置　※床面積30㎡程度ごと、細長い通路の場合6m程度ごと

　　　形状

施工    　　　   断熱材□Ｇ絶縁用シー

（厚さ）・25ｍｍ　　・ 

(厚さ）・25ｍｍ　　・

 ・

ルーフィングシートの種類及び厚さ

　※標準仕様書表9.4.1、表9.4.2及び表9.4.3による　・ 

シーリング材の目地寸法　※標準仕様書9.7.3(a)(1)～(3)による　・ 

脱気装置 (9.2.3)(9.3.3)(9.5.3)

 D-1  D-2  D-3  D-4 

 DI-1  DI-2  AS-T3  AS-T4  

 AS-J1 ASI-T1  ASI-J1 

              種類        設置数量

※ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ類製造所

・　　　個/㎡

  の仕様による

※ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ類製造所の仕様に

・

  よる

 X-1

　寸法
　 備考

  種石の
　形状

　寸法
表面仕上げ

テラゾブロック

　 施工箇所
　 種石の

・花こう岩

※大理石

仕上げ面 　備考

・平もの

・役もの

※1.5～12

・

　(mm) 　(mm)

    種類  大きさ(mm) 　(mm)

  種石の
寸法による区分 表面仕上げ

テラゾタイル

　 施工箇所
　 種石の

・花こう岩

※大理石

　　　　備考

・300型

・400型

※1.5～12

・

    種類  大きさ(mm)

　　　　　　　　　          シーリング材　・適用する　・適用しない

目地　　　　　一般目地　    目地幅(mm)　※6以上　・

　　　　　　　伸縮調整目地　位置　※6mごと　・図示

あと施工アンカーの材質及び寸法　（　　　　　　　　　　　　　）

目地　目地幅(mm)　※8以上　・ 

      シーリング材　・適用する（※標準仕様書9.7による　・図示） 　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　及び他の部材と取り合う箇所

　　　　　　　　　　　　　　　　　・図示 

アーチ、上げ裏等の

　　　　　　　石張り

(10.2.2)(10.7.1、2)

取付け金物　※標準仕様書10.2.2(c)による　・ 

　引金物、だぼ、かすがい及び受金物　※標準仕様書10.2.2(a)による　・ 

　吊金物及び化粧吊りボルト 

　　　　　　・設ける　吊金物　※ステンレス(SUS304)径6mm長さ80mm（加工物）

　   　　　　         吊りボルト　※ステンレス(SUS304)M10化粧ナット付き　

            ・設けない 

床石張りの裏面処理　　・適用する　・適用しない

階段張りの裏面処理　　・適用する　・適用しない

あと施工アンカーの材質及び寸法　（　　　　　　　　　　　　　）

目地　　　　　一般目地　    目地幅(mm)　※6以上　・

　　　　　伸縮調整目地　位置　※他の部位との取合い部　・図示

笠木、甲板等の石張り (10.2.2) (10.7.1、3)

取付け金物　※標準仕様書10.2.2(c)による　・ 

  引金物、だぼ、かすがい及び受金物　※標準仕様書10.2.2(a)による　・ 

あと施工アンカーの材質及び寸法（　　　　　　　） 

伸縮調整目地及びひび

割れ誘発目地 位置　※標準仕様書表11.1.1による　　・図示

り性

  モルタル下地としたタイル工事に使用する張付け用モルタルとして、セメント、細骨材、混和

  剤等を予め工場において所定の割合に配合した材料とする。

（品質・性能・試験方法）

　別表による

・既製調合目地材

（品質・性能・試験方法）

　別表による

試験張り　・行う　・行わない 

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

見本焼き　・行う　・行わない 

(11.4.2、3)(表11.4.1)

タイルの形状、寸法等

(mm)

備考形状/寸法

標準

うわぐすり

施ゆう

役物

無ゆう

色

特注

吸水率による区分再生材料の

適用□Ｇ 有 無

試験張り　・行う　・行わない 

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

見本焼き　・行う　・行わない 

タイル型枠先付けの種類

・

※A種・B種・

　  含水率

※A種・B種・

　  含水率

※10％以下

 寸法

 造作材の場合 

（※A種 ・B種） 

 難燃処理

・適用する

・適用しない

※A種・B種

・

             施工箇所
の適用

間伐材等

・　　　

・　　　

・　　　

　(mm)

　寸法

・「集成材の日本農林規格」による化粧ばり構造用集成柱

　の樹種

　 芯材

  の樹種

 化粧薄板

の厚さ(mm)

化粧薄板

(12.2.1)

 ・製造所の 

※発泡ﾎﾟﾘ 

ｴﾁﾚﾝｼｰﾄ 

防水層の種別

・片面 

・両面 

屋内防水

(12.2.1) (12.4.1) (12.5.1) (12.6.1) (12.7.1)

※１等　　・２等

※１等　　・２等

・

・

  建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

(11.1.3)(表11.1.1)

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

Ⅰ類

Ⅰ類

高日射反

射率防水

        ・

固定金具の材質及び寸法形状

　※厚さ0.4ｍｍ以上の防錆処理した鋼板、ステンレス鋼板及びそれらの片面又は両面

　  に樹脂を積層加工した鋼板　・

・防水層の主材料の製造所の仕様に

  よる 

・防水層の主材料の製造所

  の仕様による 

・

ただし、外壁タイル接着剤張りの場合のシーリングは11章に、カーテンウォールの場合のシーリ

下表以外は、標準仕様書表 9.7.1による

取付け用モルタル、既調合の目地モルタル、石裏面処理材、裏打ち処理材 

　※石材施工業者の指定する製品　    ・ 

　　　　　　　　          　      ※標準仕様書9.7.3(a)(3)による  ・図示　  

表面仕上げの種別 適用箇所

 ・Ａ種

 ・Ｃ種

 ・Ｂ種

・　　　個/㎡

10
施工

石材の割付け　※標仕10.1.3(a)(1)、(2)による　 ・図示

粗面仕上げの場合ののみ込み部分の仕上げ　　　  ・図示　・

屋内の床を本磨きとする場合のワックスがけ　　　・行う（適用場所　・すべて　・　　　　　）

                                              ・行わない 

(10.1.3、5)
・

※A種・B種・

※A種・B種・

※A種・B種・

 箇所   種類   使用量

  仕上塗料

 よる硬質ウレタンフォーム

 格に適合するもの又は

  JIS A 9511によるＡ種

 硬質ウレタンフォーム保

 温材の保温板2種1号

 若しくは2号で透湿係

 数を除く規格に適合

 するもの

  仕様によ

  る）

 種類  使用量

 ・  ・

 指定による 

箇所 トの材質 の適用□Ｇ

        ・

（材質）※標準仕様書

 9.4.2(c)(3)(ⅱ)による

        ・

        ・

（材質）※標準仕様書

 9.4.2(c)(3)(ⅰ)による

 ・

        ・

　防水層の種別

・ Ｓ－Ｃ1

平場のモルタル塗り 施工箇所　  種別

　　　　　　　　　　　　　　　保護層

 立上り部の保護

塗り厚さ 　・床塗り工法 ・下地モルタル塗り モルタル塗り厚さ

 ・  ・

※標準仕様書

 15.2.5(b)(2)及び

・

※標準仕様書15.2.5

・

(c)(1)に準ずる

(3)に準ずる ・

屋内防水で平場を保護コンクリート仕上げとする場合の厚さ ・

機械的固定工法の場合の一般部のルーフィングシートの張付け

ＰＣコンクリート部材下地及びALCパネル下地で種別S-C1の場合の目地処理 

 ・製造所の 

 指定による 

        ・

        ・

　・行う（・図示　　・　　　　　　　）　　・行わない

PCコンクリート部材の入隅部の増張り（種別S-F1、SI-F1、S-C1の場合）

　・行う（・図示　　・　　　　　　　）　　・行わない

ALCパネル下地の入隅部の増張り（種別S-C1の場合）

　・行う（・図示　　・　　　　　　　）　　・行わない

・

ドレンパイプの材質　  ・樹脂ネット製パイプ　クロスメッシュ巻き　25～35φ

石裏面処理　　・適用する　・適用しない

裏打ち処理　　・適用する　・適用しない

下地ごしらえ　※流し筋工法  

下地ごしらえ　※ あと施工アンカー・横筋流し工法　　・あと施工アンカー工法

石裏面処理　　・適用する　・適用しない

裏打ち処理　　・適用する　・適用しない

・

だぼ用の穴の位置　※標準仕様書10.5.2(b)(1)による　・図示

石裏面処理　　・適用する　・適用しない

裏打ち処理　　・適用する　・適用しない

外壁の工法 

     建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

　　　　　　　　　　　　　　シーリング材の目地寸法　

・

　ファスナー　※標準仕様書10.2.2(b)のスライド方式に準じる　・

取付け工法　・内壁空積工法　・乾式工法 

石裏面処理　　・適用する　・適用しない

裏打ち処理　　・適用する　・適用しない

　　　　　　　　　　　　シーリング材の目地寸法　

　ファスナー　※標準仕様書10.2.2(b)のスライド方式に準じる　・

取付け工法　・外壁湿式工法　・乾式工法 

石裏面処理　　・適用する　・適用しない

乾式工法の場合の取付け代　※標準仕様書10.5.3(b)による　・ 

石裏の補強用モルタル　・適用する　・適用しない 

 見え掛り

 面

 ※上小節

 ・

 ※小節以上 見え掛り

 面以外  ・

・　　　

・　　　※A種・B種・

・A種・B種・

※10％以下

・A種・B種・

※10％以下

・A種・B種・

・　　　

化粧薄板 芯材の

の樹種  樹種

※15％以下　　・

※15％以下　　・

(9.3.2　3)

※7ｍｍ以下

　　　　　　　・あと施工アンカー工法 

　　　　　　　・あと施工アンカー・横筋流し工法

　　　　　　　　           　     ※標準仕様書9.7.3(a)(3)による　・図示

                    ・適用しない 

                              　　※標準仕様書9.7.3(a)(3)による　・図示

　　　　　　　　　　　　　　　※標準仕様書9.7.3(a)(3)による　・図示

(9.4.2～4) (9.4.1～3)

 ・製造所の 

 ・

 指定による 

 ・製造所の 

 指定による 

 ・ 

 ・製造所の 

 ・

 指定による 

 ・製造所の 

 指定による 

 ・ 

 ・製造所の 

 ・

 指定による 

 ・製造所の 

 指定による 

 ・ 

 ・

・

Ⅱ類Ⅲ類

   (mm)

備考 施工箇所
 形状/寸法

標準

うわぐすり

施ゆう

 役物

無ゆう

色

特注□Ｇ
耐凍害性

有 無

耐滑

有 無
り性Ⅰ類Ⅱ類Ⅲ類

 施工箇所

・

高日射反

射率防水

の適用□Ｇ

 ・製造所の 

 ・  ・

 指定による 

 ・製造所の 

 指定による 

Ⅱ類 Ⅲ類

（セラミックタイル）

張り

（セラミックタイル）

張り

（セラミックタイル）○

○

ピット、地下２重壁

○

○

○

○

○

○

○

○ ○

○

○

塗膜防水

・Ｘ-１

・Ｘ-２

・Ｙ-１

　　 施工個所

(9.5.3)(表 9.5.1、2)

    保護層

・

・ 適用する

　 種別

・Ｙ-２

　 仕上塗料

※地下外壁防水

※屋内防水　

防水層の種別

・

・ 適用しない

・

高日射反射率

防水の適用□Ｇ 種類   使用量

・製造所の指

 定による

・

・製造所の指

 定による

・

           ・ 

           ・ 

・

・製造所の指

 定による

・

・製造所の指

 定による

○

○

表面と同仕上15mm以上

仕上げ

1等品
Vals Stone

矩形 1800x450 30
ダイヤ

切り
花崗岩(1)

Bethel White
花崗岩(2)

花崗岩(3)

花崗岩(4)

花崗岩(5)

花崗岩(6)

花崗岩(7)

花崗岩(8)

花崗岩(9)

大理石(1)

大理石(2)

大理石(3)

大理石(4)

大理石(5)

Zimbabwe Black
1800x900 70

中のみ

＋WJ
車寄せ

本磨き

Indian Dakota

Dakota Mahogany

Tea Rose

MWC(1)～(3)

前室4、MWC4

WWC4、HWC

MWC4、WWC4

手洗室1～3

MWC,WWC1～3

MWC,WWC1～3

MWC,WWC1～3

手洗室1～3

MWC,WWC1～3

前室4、MWC4

WWC4、HWC

・下記以外の洗面ボール、外構庭園石等は図示による○

外構 900x150
30

(※70) ※縁石部
JB+WJ

外構 30 JB+WJ

舗装

床

汚垂石

表の寸法は標準部を示し、その他は割り付けによる。厚さは表面仕上加工前のものとする。

20

(※25)

水盤周り

600x600

舗装

600x600

30 本磨き図示

図示

図示

1等品

1等品

1等品

1等品

1等品

1等品

1等品

1等品

1等品

1等品

1等品

1等品

1等品

矩形

矩形

矩形

矩形

矩形

矩形

矩形

矩形

矩形

矩形

矩形

矩形

矩形

30

30

床600x600

30図示 本磨き

水磨き30

壁

壁

600x600

600x600

本磨き

本磨き

壁15

16

16

本磨き60×30

本磨き

水磨き

30 JB+WJ 舗装・床

擁壁

大理石(6) 1等品 矩形 25 水磨き 壁図示
Ramon Brown

Zimbabwe Black

Zimbabwe Black

Zimbabwe Black

Zimbabwe Black
図示

 (産地)

(スイス)

(カナダ)

(ジンバブエ)

(ジンバブエ)

(ジンバブエ)

(ジンバブエ)

(ジンバブエ)

(インド)

(U.S.A.)

(フィリピン)

(フィリピン)

(イスラエル)

○

石種

花崗岩

大理石

壁用 床用

外部(mm) 内部(mm) 外部(mm) 内部(mm)

8

8

6

ねむり

6

-

4

4

石材の色調、模様、仕上の種類や程度の現物確認　・行う（適用場所　・すべて　・　　　　　）○ ○

現物確認は石施工前の適切な時期に計画し、監督職員の承諾を受けて施工を行う

○

○

○

○ ○

○

○

○ 全て

○

桧

図示

図示

図示

吉野杉

樺桜

ラジアータ

パイン

ラジアータ

パイン

ラジアータ

パイン

図示

図示

図示

0.6

0.6

0.6

○

　　　　　　　図示の割り付けを元に適切な時期に割付図を作成し、監督職員の承諾を受ける事

-
-

東京国際空港新貴賓室新築工事

平成30年 3月 A1: 1／
A3: 1／

mm

株式会社 梓設計

一級建築士　第182771号

管理技術者　永池　雅人

総括調査職員　松村壮敏

国土交通省　東京航空局　空港部　建築室

建築調査職員　馬上　威

建築調査職員　大江良太

特記仕様書（２）

Ａ - 002
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員

名
　
称

単

位

尺
　
度
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東京国際空港新貴賓室新築工事

平成30年 3月 A1: 1／
A3: 1／

mm

株式会社 梓設計

一級建築士　第182771号

管理技術者　永池　雅人

総括調査職員　松村壮敏

国土交通省　東京航空局　空港部　建築室

建築調査職員　馬上　威

建築調査職員　大江良太

特記仕様書（別表）

Ａ - 008
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員
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称
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度

図
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X11b
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Y6a

100
200

東京国際空港新貴賓室新築工事

平成30年 3月 A1: 1／
A3: 1／

mm

株式会社 梓設計

一級建築士　第182771号

管理技術者　永池　雅人

総括調査職員　松村壮敏

国土交通省　東京航空局　空港部　建築室

建築調査職員　馬上　威

建築調査職員　大江良太

1階平面図

Ａ - 017
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X1 X1a X2 X2a
X3 X4

X5

X5a

X5b X6 X7

X8

X9

X10
X11

X11a X12 X13
X14

X15 X16

X18 X18a X19

X19a

X20X17

X11b

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

Y8

Y9

Y10

Y10'

Y7

Y6a

100
200

東京国際空港新貴賓室新築工事

平成30年 3月 A1: 1／
A3: 1／

mm

株式会社 梓設計

一級建築士　第182771号

管理技術者　永池　雅人

総括調査職員　松村壮敏

国土交通省　東京航空局　空港部　建築室

建築調査職員　馬上　威

建築調査職員　大江良太

下屋伏図

Ａ - 018
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屋根勾配屋根勾配

屋
根
勾
配

屋
根
勾
配

屋
根
勾
配

屋
根
勾
配

X1 X1a X2 X2a
X3 X4

X5

X5a

X5b X6 X7

X8

X9

X10
X11

X11a X12 X13
X14

X15 X16

X18 X18a X19

X19a

X20X17

X11b

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

Y8

Y9

Y10

Y10'

Y7

Y6a

8.3338.033 8.033

5.923

6.4636.463

5.923

3.3333.333

3.3333.333

*** ：地盤面からの高さ

地盤面=A.P＋5.307

100
200

東京国際空港新貴賓室新築工事

平成30年 3月 A1: 1／
A3: 1／

mm

株式会社 梓設計

一級建築士　第182771号

管理技術者　永池　雅人

総括調査職員　松村壮敏

国土交通省　東京航空局　空港部　建築室

建築調査職員　馬上　威

建築調査職員　大江良太

屋根伏図

Ａ - 019
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東京国際空港新貴賓室新築工事

平成30年 3月 A1: 1／
A3: 1／

mm

株式会社 梓設計

一級建築士　第182771号

管理技術者　永池　雅人

総括調査職員　松村壮敏

国土交通省　東京航空局　空港部　建築室

建築調査職員　馬上　威

建築調査職員　大江良太

地階・ピット階平面図

Ａ - 020
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東京国際空港新貴賓室新築工事

平成30年 3月 A1: 1／
A3: 1／

mm

株式会社 梓設計

一級建築士　第182771号

管理技術者　永池　雅人

総括調査職員　松村壮敏

国土交通省　東京航空局　空港部　建築室

建築調査職員　馬上　威

建築調査職員　大江良太

階段詳細図

Ａ - 027
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東京国際空港新貴賓室新築工事

平成30年 3月 A1: 1／
A3: 1／

mm

株式会社 梓設計

一級建築士　第182771号

管理技術者　永池　雅人

総括調査職員　松村壮敏

国土交通省　東京航空局　空港部　建築室

建築調査職員　馬上　威

建築調査職員　大江良太

1階平面詳細図１

Ａ - 101

調
　
査
　
職
　
員

名
　
称

単

位

尺
　
度

図
　
番

設
　
計
　
者



Y
1

Y
2

Y
3

Y
4

Y
5

Y
6

Y
8

Y
9

Y
1
0

X
6

X
7

X
8

X
9

X
1
0

X
1
1

X
1
1
a

Y
1
0
'

Y
7

Y
6
a

2
-
1

2
-
1

2
-
2

2
-
2

W
W
C
2

M
W
C
2

X
6

X
7

X
8

X
9

X
1
0

X
1
1

X
1
1
a

X
1
2

X
1
1
b

50
100

東京国際空港新貴賓室新築工事

平成30年 3月 A1: 1／
A3: 1／

mm

株式会社 梓設計

一級建築士　第182771号

管理技術者　永池　雅人

総括調査職員　松村壮敏

国土交通省　東京航空局　空港部　建築室

建築調査職員　馬上　威

建築調査職員　大江良太

1階平面詳細図２
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東京国際空港新貴賓室新築工事

平成30年 3月 A1: 1／
A3: 1／

mm

株式会社 梓設計

一級建築士　第182771号

管理技術者　永池　雅人

総括調査職員　松村壮敏

国土交通省　東京航空局　空港部　建築室

建築調査職員　馬上　威

建築調査職員　大江良太

1階平面詳細図３
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東京国際空港新貴賓室新築工事

平成30年 3月 A1: 1／
A3: 1／

mm

株式会社 梓設計

一級建築士　第182771号

管理技術者　永池　雅人

総括調査職員　松村壮敏

国土交通省　東京航空局　空港部　建築室

建築調査職員　馬上　威

建築調査職員　大江良太

1階平面詳細図４
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東京国際空港新貴賓室新築工事

平成30年 3月 A1: 1／
A3: 1／

mm

株式会社 梓設計

一級建築士　第182771号

管理技術者　永池　雅人

総括調査職員　松村壮敏

国土交通省　東京航空局　空港部　建築室

建築調査職員　馬上　威

建築調査職員　大江良太

建具表１

Ａ - 201
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東京国際空港新貴賓室新築工事

平成30年 3月 A1: 1／
A3: 1／

mm

株式会社 梓設計

一級建築士　第182771号

管理技術者　永池　雅人

総括調査職員　松村壮敏

国土交通省　東京航空局　空港部　建築室

建築調査職員　馬上　威

建築調査職員　大江良太

建具表２

Ａ - 202
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東京国際空港新貴賓室新築工事

平成30年 3月 A1: 1／
A3: 1／

mm

株式会社 梓設計

一級建築士　第182771号

管理技術者　永池　雅人

総括調査職員　松村壮敏

国土交通省　東京航空局　空港部　建築室

建築調査職員　馬上　威

建築調査職員　大江良太

建具表３

Ａ - 203
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a

A-A断面図

a部詳細（Ｓ＝1/4）

図示
図示/2

東京国際空港新貴賓室新築工事

平成30年 3月 A1: 1／
A3: 1／

mm

株式会社 梓設計

一級建築士　第182771号

管理技術者　永池　雅人

総括調査職員　松村壮敏

国土交通省　東京航空局　空港部　建築室

建築調査職員　馬上　威

建築調査職員　大江良太

雑詳細図１

Ａ - 301
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Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

Y8

Y9

Y10

Y7

Y6a

X1

X1a

X2 X2a

X3

X4

X5

X5a

X5b X6 X7

X8

X9

X10

X11

X11a X12 X13
X14

X15 X16 X18 X18a

X19

X19a

X20X17

X11b

X0

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

Y8

Y9

Y10

Y7

Y6a

記号 数量

室名表示1 真鍮　切り文字　t=5　H=100 24Kメッキ仕上　 6

室名表示2 SUS切り文字　t=3　H=100 HL仕上 7

室名表示3 カッティングシート切り文字　H=100 9

室名表示4 カッティングシート切り文字　H=50 4

ピクト表示1 真鍮　切り文字　t=5　24Kメッキ仕上　4周枠同材　W150H=220 9

ピクト表示2 アクリル切り文字　t=3　塗装仕上（AE）　H=100 4

ピクト表示3 SUS　t=3　塗装仕上(B-UE)　H=100 4

合計 136

通り芯表示
カッティングシート（コンクリート用）切り文字　H=300

93
住友スリーエム　スコッチカル　ペイントフィルム同等品

X1

X1a

X2 X2a
X3

X4

X5

X5a

X5b X6 X7

X8
X9

X10

X11

X11a X12 X13
X14

X15 X16
X18 X18a

X19

X19a

X20X17

X11b

平面図

東京国際空港新貴賓室新築工事

平成30年 3月 -A 013
A1: 1／100

A3: 1／200
mm

株式会社 梓設計

一級建築士　第182771号

管理技術者　永池　雅人

総括調査職員　松村壮敏

国土交通省　東京航空局　空港部　建築室

建築調査職員　馬上　威

建築調査職員　大江良太

貴賓室棟キープラン

S=1/2,3

S=1/200 サイン特記仕様

・特記無き限り、アンカー・スタッド・ビス・ボルト等緊結金物は、ステンレス製のものを使用する。

 また、スタッドについては、エポキシ樹脂系接着剤を併用する。

・金属製サインの出隅は、ブレーナー曲げB角程度とする。

・シルクプロセス印刷、CS貼記述中（　　C)の数字は版数を示す。

・塗装色見本、仕上げ素材は、サンプルを提出し、監督職員の承認を受ける。

・取付位置は、原寸紙貼等を行い、監督職員の承認を受ける。

・書体、矢印、ピクト等は以下を標準とする。

ピクト

制限区域内外化粧室キープラン S=1/150

真鍮ピクトサインイメージ(参考)

サイン凡例・数量表

S=1/3

S=1/2

100,150
200,300

東京国際空港新貴賓室新築工事

平成30年 3月 A1: 1／
A3: 1／

mm

株式会社 梓設計

一級建築士　第182771号

管理技術者　永池　雅人

総括調査職員　松村壮敏

国土交通省　東京航空局　空港部　建築室

建築調査職員　馬上　威

建築調査職員　大江良太

サイン計画図
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西側立面図

ピット

屋外MWC1

屋外WWC1

SK

ピットピット

東側立面図

南側立面図 北側立面図

東側立面図

ピット

屋外MWC1

ピット ピット

屋外MWC1屋外WWC1

ピット図

平面詳細図 天井伏図

A-A'矩計図 B-B'矩計図

B B'B B' B B' B B'

A
'

A

A
'

A

A
'

A

A
'

A

屋根伏図

制限区域内化粧室

PS

ピット
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100

東京国際空港新貴賓室新築工事

平成30年 3月 A1: 1／
A3: 1／

mm

株式会社 梓設計

一級建築士　第182771号

管理技術者　永池　雅人

総括調査職員　松村壮敏

国土交通省　東京航空局　空港部　建築室

建築調査職員　馬上　威

建築調査職員　大江良太

制限区域内外化粧室詳細図１

Ａ - 601
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屋外MWC2

SK

SK

屋外WWC2ピット

ピット

埋戻し

ピット図 平面詳細図 天井伏図

埋戻し

埋戻し

埋戻し

埋戻し

埋戻し

屋根伏図

待機スペース

制限区域外化粧室

B B'B B'B B' B B'
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A
'
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A
'
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A
'

A
A
'
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東京国際空港新貴賓室新築工事

平成30年 3月 A1: 1／
A3: 1／

mm

株式会社 梓設計

一級建築士　第182771号

管理技術者　永池　雅人

総括調査職員　松村壮敏

国土交通省　東京航空局　空港部　建築室

建築調査職員　馬上　威

建築調査職員　大江良太

制限区域内外化粧室詳細図２

Ａ - 602
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屋外MWC2
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東京国際空港新貴賓室新築工事

平成30年 3月 A1: 1／
A3: 1／

mm

株式会社 梓設計

一級建築士　第182771号

管理技術者　永池　雅人

総括調査職員　松村壮敏

国土交通省　東京航空局　空港部　建築室

建築調査職員　馬上　威

建築調査職員　大江良太

制限区域内外化粧室詳細図３

Ａ - 603
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東京国際空港新貴賓室新築工事

平成30年 3月 A1: 1／
A3: 1／

mm

株式会社 梓設計

一級建築士　第182771号

管理技術者　永池　雅人

総括調査職員　松村壮敏

国土交通省　東京航空局　空港部　建築室

建築調査職員　馬上　威

建築調査職員　大江良太

制限区域内外化粧室詳細図４
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ブースパネル縦断面図 ドアパネル縦断面図ドアパネル縦断面図
（外開き）（内開き）

ブースパネル横断面図

トイレブース仕様一覧表

a

A-A断面図

a部詳細（Ｓ＝1/4）

Ｄ部

Ｃ

Ａ Ｂ

Ａ断面図　Ｓ＝１：２ Ｂ断面図　Ｓ＝１：２ Ｃ断面図　Ｓ＝１：２ Ｄ部詳細図　Ｓ＝１：２

X1

図示
図示/2

東京国際空港新貴賓室新築工事

平成30年 3月 A1: 1／
A3: 1／

mm

株式会社 梓設計

一級建築士　第182771号

管理技術者　永池　雅人

総括調査職員　松村壮敏

国土交通省　東京航空局　空港部　建築室

建築調査職員　馬上　威

建築調査職員　大江良太

制限区域内外化粧室詳細図５

Ａ - 605
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玄関3玄関1

玄関2 玄関4

Y1

Y10

X0

X1 X20

新貴賓室棟

設計GL=AP+5.520

1FL=設計GL+100=AP+5.620

地盤面AP+5.307

※レベル調整に際しては、周囲地盤レベル実測の上行うこと。

制限区域内化粧室

設計GL=AP+5.180

地盤面AP+5.331

制限区域外化粧室

設計GL=AP+5.520

地盤面AP+5.533

庭園

+300

水盤5 水盤6

水盤3

水盤8水盤7 水盤9

水盤2水盤1

待機スペース

制限区域外駐車場

制限区域内駐車場

屋外機置場2屋外機置場1

水盤4

車寄せ1

車寄せ2

【凡例】

石貼りA

石貼りB

アスファルト

フラッグポール

縁石B

縁石C

縁石D

既存VS側溝

最終桝

仮想敷地外既存桝

縁石A

側溝A

側溝B

側溝C

白線

車止め1

車止め2

集水桝

U字側溝 T-25

U字側溝 T-25

U字側溝 (歩道用)

N

：貴賓室棟レベル

：制限区域内化粧室レベル

：制限区域外化粧室レベル

：外構レベル

：仮想敷地周辺レベル(H8年)

※レベルはAP+**とする。【凡例】

：仮想敷地周辺レベル(H25年)

200
400

東京国際空港新貴賓室新築工事

平成30年 3月 A1: 1／
A3: 1／

mm

株式会社 梓設計

一級建築士　第182771号

管理技術者　永池　雅人

総括調査職員　松村壮敏

国土交通省　東京航空局　空港部　建築室

建築調査職員　馬上　威

建築調査職員　大江良太

外構平面図
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東京国際空港新貴賓室新築工事

平成30年 3月 A1: 1／
A3: 1／

mm

株式会社 梓設計

一級建築士　第182771号

管理技術者　永池　雅人

総括調査職員　松村壮敏

国土交通省　東京航空局　空港部　建築室

建築調査職員　馬上　威

建築調査職員　大江良太

外構詳細図４
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図示
図示/2

東京国際空港新貴賓室新築工事

平成30年 3月 A1: 1／
A3: 1／

mm

株式会社 梓設計

一級建築士　第182771号

管理技術者　永池　雅人

総括調査職員　松村壮敏

国土交通省　東京航空局　空港部　建築室

建築調査職員　馬上　威

建築調査職員　大江良太

雨水排水詳細図４
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東京国際空港新貴賓室新築工事

単　

位

図 

番
平成30年 3月 -S

尺　

度

A1: 1／
A3: 1／

mm

調　

査　

職　

員

設　

計　

者

国土交通省　東京航空局　空港部　建築室

名　

称

総括調査職員　松村壮敏

建築調査職員　馬上　威

建築調査職員　大江良太

株式会社 梓設計

一級建築士　第182771号

管理技術者　永池　雅人

特記仕様書 構造関係（その２）

002

・ 溶接材料 溶接材料

・標準仕様書 7.2.5(a)(b)による

・図示による(　　　　　　)

(7.2.5)

※羽子板ボルト　　・

建築用ターンバックルボルト

建築用ターンバックル胴

※割枠式　　・

・ ターンバックル 種　類 (7.2.6)

ねじの呼び

・ デッキプレート (6.8.3)(7.2.7)材質、形状及び寸法

適用箇所

・デッキプレート

・床型枠用

材質・形状・寸法 備　考

・ スタッド

種類等

呼 び 名 適 用 箇 所呼び長さ (㎜)

・16

・19

・22

(7.2.9)・ 柱底均しモルタル

無収縮モルタルの材料、調合等

※標準仕様書 7.2.9(b)(1)から(4)による   　　・

・標準仕様書7.2.9(a)によるモルタル

(7.3.10)・ 鉄骨の仮組 仮組を行う範囲　　　　　・図示による(　　　　　　)　　・

(7.6.3)・ 溶接技能者の 試験の要領

技量付加試験 ・図示による(　　　　　　)　　・

・エンドタブの切断する部分　　

スカラップの形状　　

開先の形状　　・ 溶接接合

(7.6.7)

(7.6.7)

(7.6.4)

・工事現場溶接の場合　

・工場溶接の場合　

・完全溶込み部の超音波探傷試験　　・ 溶接部の試験

・

・※第6水準

・全て

検査水準

節

(7.6.11)

・ 耐火被覆

亜鉛めっきの種別 材   料 適 用 部 位

最小板厚 2.3㎜ 以上、3.2㎜ 未満の形綱、鋼板

普通ボルト・ナット類、アンカーボルト類

最小板厚 3.2㎜ 以上、6.0㎜ 未満の形綱、鋼板

最小板厚 6.0㎜ 以上の形綱、鋼板

C種

B種

A種

・ 溶融亜鉛めっき (7.12.3)(表14.2.2)種別等

・ レール及びその付属品 (7.2.8)形状及び寸法等　　

・軽量形鋼構造 (7.11.2)接合部(ボルト接合の場合)

・普通ボルト接合　　・

・柱、梁、ブレースのフランジ端部の完全溶込み溶接部　

・ 入熱､パス間温度の

　 溶接条件

適用箇所　　

鋼材と溶接材料の組合せと溶接条件　　

・ 工作図 監督職員による現寸検査

・行わない

・行う

(7.3.2)

増築工事等を含め、既存建築物との取り合う箇所がある場合は現場実測の上作成を行う

・

AOQL(%)　　　※4.0　　・2.5

・

(7.2.6)

耐火認定　

・無し

耐火時間　　　・図示による(　　　　　　) 　・

・有り　

開口部補強要領（補強筋の定着長さ等を含む）

適用箇所　　・図示による(　　　　　　)　　

塗料の種別 (7.8.3)

・鉄骨鉄筋コンクリート造の鋼製スリーブの内面　(鉄骨に溶接されたものに限る)

・鉄鋼面の錆止め塗料

・標準仕様書 表18.3.2（　　）種

・塗装を行う耐火被覆材の接着する面

適用箇所　　　・図示による(　　　　　　) 　・

塗料の種別　

・亜鉛めっき鋼面の錆止め塗料

屋外

※標準仕様書 表18.3.1　A種

・

屋内

・標準仕様書 表18.3.1（　　）種

・

・

※標準仕様書 表18.3.1　A種

・

・標準仕様書 表18.3.1（　　）種

・標準仕様書 表18.3.2（　　）種

・ 錆止め塗装

　 設置

・ アンカーボルト等の

種別　　　・A種　　・B種　　・C種

構造用アンカーフレームの形状及び寸法

建方用アンカーボルトの保持及び埋込み工法

柱底均しモルタルの厚さ及び工法の種別 (7.10.3)

(7.10.3)

 　(主要構造部及び構造

　 耐力上主要な部分に

 　限る)

・図示による(　　　　　　) 　・

・図示による(　　　　　　) 　・

・図示による(　　　　　　) 　・

・図示による（構造関係共通事項（鉄骨標準図）1-2）

・図示による（構造関係共通事項（鉄骨標準図）1-4）

・図示による（構造関係共通事項（鉄骨標準図）1-4）

・図示による(　　　　　　) 　

・図示による(　　　　　　) 　・

(7.3.3)・ 製作精度 ※標準仕様書7.3.3及びH12建告第1464号第二号イによる

溶接部の余盛り高さ (7.6.7)

・JASS6 付則6「鉄骨精度検査基準」付表3［溶接］による

・ 建方精度 ※JASS6 付則6［鉄骨精度基準］付表5［工事現場］による (7.10.2)

モルタルの種別

・無収縮モルタル

鉄骨部材への溶接方法

・図示による(　　　　　　) 　・

(7.7.8)

材質、形状及び寸法

※頭付きスタッド （JIS B 1198）　　・

突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査

｢突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル｣による

・抜き取り検査①

※抜き取り検査②

※標準仕様書 表7.10.2（※Ａ種［厚さ50］　　・Ｂ種［厚さ30］）による

(7.10.3)

成スラブとする構法

コンクリートとの合

・デッキプレートと

単独の構法

H12建告第1464号第二号イ(1)(2)のただし書きによる補強は、「突合わせ継手の食い違い仕

口のずれの検査・補強マニュアル」による

6

コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事

・

・

適 用 箇 所スランプ
2

設計基準強度  (N/㎜ )

・24

・普通コンクリート・ コンクリートの

・軽量コンクリート

気乾単位容積質量に

よる種類及び強度

(6.2.1)類　別　　・ コンクリートの類別

普通ポルトランドセメントの品質は、JIS R 5210 に示された規定の他、水和熱が7日目で

(6.3.1)

352Ｊ/ｇ 以下、かつ28日目で 402Ｊ/ｇ 以下のものとする

・フライアッシュセメントB種　　　　  使用部位(　　　　　　　　　　　)

・高炉セメントB種　　　　  使用部位(　　　　　　　　　　　)

種　類

※普通ポルトランドセメント又は混合セメントのＡ種　　使用部位(　　　　　　　　　　　)

・

・ セメント

Ｇ

Ｇ

(6.3.1)

※A　・B

・ 骨　材

・混和剤・ 混和材料

・ 軽量コンクリート 種　類

・1種　　・2種

適用箇所

(6.10.1)

・ マスコンクリート

(6.13.2)セメントの種類

・高炉セメントB種

・普通ポルトランドセメント

混和剤の種類

※JIS A 6204に適合するAE減水剤又は高性能AE減水剤

・

適用箇所　・ 流動化コンクリート (6.2.1)(6.15.1)

・ ひび割れ誘発目地、

打継目地

目地寸法

・標準仕様書 9.7.3による　　・

(6.6.3)(6.8.2)(9.7.3)

(6.2.5)(6.8.3)

適 用 箇 所種　別

・ A種

・ C種

・ B種

合板せき板を用いるコンクリートの打放し仕上げ・ コンクリートの仕上り

・ 型枠 せき板の材料及び厚さ

・合板(※12mm　　・　　　)　　

・断熱材を兼用した型枠材の使用

・ＭＣＲ工法用シートの使用

(6.8.3)

スリーブの材種・規格等

※標準仕様書 6.8.3(i)(2)(ⅰ)から(ⅳ)による　　・

7

鉄
骨
工
事

　同等以上の能力のある工場

　鉄骨評価センター及び(株)全国鉄骨評価機構(旧(社)全国鐵構工業協会)の「鉄骨製作工場の

鉄骨製作工場の加工能力 (7.1.1,3)・ 鉄骨製作工場

※建築基準法         　に基づき国土交通大臣から性能評価機関として認定を受けた(株)日本

・適用しない

(7.1.3)・ 施工管理技術者 ・適用する

・ 鋼　材

(7.3.2)

・ 普通ボルト

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

ボルト及びナットの材料

・標準仕様書 表7.2.3(JIS附属書品)による

(7.2.3)

座金

・標準仕様書 7.2.3(d)による   　　・

・トルシア形高力ボルト　　

セットの種類　　　※2種(S10T)　　　・

・ 高力ボルト 高力ボルトの区分

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

・すべり係数試験

・JIS形高力ボルト

(7.2.2)

セットの種類　　　※2種(F10T)　　　・

・ 溶融亜鉛めっき

高力ボルト

(7.12.4)

(7.3.2)

(7.2.2)

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

摩擦面の処理

・ブラスト処理(表面粗度50μｍRｚ以上)

・ブラスト処理以外の特別な処理方法

すべり耐力等の確認方法

・　　

セットの種類

※1種(F8T相当)　・

適　用

・建方用アンカーボルト

種類　　　・SS400　　・

・ アンカーボルト (7.2.4)

混和剤の種類

※標準仕様書 6.3.1(d)(ⅰ)による　　・

・混和材

※標準仕様書 6.3.1(d)(ⅱ)による　　・

高力ボルトの径　　

ボルトの径　　

間隔・位置・形状

・ コンクリートの

単位水量測定

　性能評価基準」に定める( 　  　 )グレードとして国土交通大臣から認定を受けた工場又は

実施要領　

・監督職員の承諾する工場(標準仕様書 7.1.1 以外の適用範囲に限る)

・ 打増し厚さ ・打放し仕上げの打増し厚さ(外部に面する部分に限る)

・20㎜　　　・

(6.8.2)

(6.2.1)(6.14.1)

(6.14.1)設計基準強度　　

適用箇所　　

・ 無筋コンクリート

スランプ

※15㎝又は18㎝　　・

・ 気乾単位容積質量 ・普通コンクリート

・2.3t/m  程度　　・

・軽量コンクリート

・

(6.2.3)
3

・図示による(　　　　　　)

・

試験方法等　　　・図示による(　　　　　　)　　　・

試験方法等　　　・図示による(　　　　　　)　　　・

・

打増し厚さ　　　・20㎜　　　・

打増し範囲　　　・図示による(　　　　　　) 　　　・

(打放し仕上げ部)

・打放し仕上げの打増し厚さ(内部に面する部分に限る)

・10㎜　　　・20mm　　　・

溶融亜鉛めっき高力ボルトの径　

※Ⅰ類（JIS A 5308への適合を認証されたコンクリート）

※標準仕様書 6.14.1(e)による箇所　

　2
※18N/㎜　　・

・

・図示による（構造関係共通事項（構造関係共通事項） 構－4 施工方法等計画書関連等

(6.2.1～4)

(6.10.1)

(6.13.2)

(6.14.1)

(6.8.3)

(6.8.3)

(7.3.2)

(7.4.2)

(7.2.3)

(7.2.3)

・JIS規格による　・

規  格

材質等 (7.2.1)

有効細長比(圧縮材に限る)　　

種類の記号 適用箇所（主要な部分）

溶融亜鉛めっき高力ボルトのめっき前の孔径

・大臣認定を受けた内容による

・

・　

・図示による（構造関係共通図（鉄骨標準図） 1-1 縁端距離及びボルト間隔）

・　

・図示による（構造関係共通事項（鉄骨標準図）1-1 縁端距離及びボルト間隔）

・　

・図示による（構造関係共通事項（鉄骨標準図） 1-1 縁端距離及びボルト間隔）

(6.2.1～3)(6.10.1,2)

・図示による(　　　　　　) 　・

・図示による(　　　　　　) 　

・図示による(　　　　　　) 　

・図示による(　　　　　　) 　・

・図示による(　　　　　　)　　　・

・図示による(　　　　　　) 　・

・図示による(　　　　　　) 　　　・

・

アルカリシリカ反応性による区分

混和材の種類

・中庸熱ポルトランドセメント

・低熱ポルトランドセメント

・フライアッシュセメントB種

適用箇所

・図示による(　　　　　　) 　・

・混和剤

スランプ

※15㎝　・

第77条の56

適 用 箇 所スランプ
2

設計基準強度  (N/㎜ )

Ｇ

Ｇ

(7.3.8)

アンカーボルト及びナットのねじの公差域クラス及び仕上げの程度

※標準仕様書 表7.2.3による

・

形状、寸法　　　・図示による(　　　　　　) 　・

・構造用アンカーボルト

形状、寸法　　　・図示による(　　　　　　) 　・

(6.13.2)

混和材料

セットの種類（JIS B 1220）　　　・ABR400　　　・ABR490　　　

・Ⅱ類（JIS A 5308に適合したコンクリート)

(6.3.1)

(6.3.1)

(6.2.1)(6.13.1)

(7.2.2)

・図示による(　　　　　　)　　　・

(6.8.2)

(6.8.3)

(7.2.2)

・ 寒中コンクリート 適用期間

・図示による

・積算温度を基に定める場合

(6.2.1)(6.11.1)

・図示による(　　　　　　) 　・

・ 暑中コンクリート 構造体強度補正値　　※6N/mm　　・ (6.12.1)
2

　コンクリートの単位水量測定）

AOQL(%)　　　※4.0　　・2.5

・

・

・

・

・JIS規格による　・

・JIS規格による　・

・JIS規格による　・

・JIS規格による　・

・

・

・

・

・

・

・

(6.3.1)セメントの種類

※普通ポルトランドセメント又は混合セメントのA種

・高炉セメントB種

・フライアッシュセメントB種

Ｇ

Ｇ

Ｇ

(7.9.2～7)種類及び性能

種　類

・乾式吹付けロックウ

・半乾式吹付けロック

・湿式ロックウール

・

・

・耐火材吹付け

・繊維混入けい酸カル

・

・高断熱ロックウール

・

・耐火板張り

・耐火材巻付け

・ラス張りモルタ
－

材料・工法 適用箇所（部位・部分）

材料及び工法は、建築基準法に基づき定められたもの又は認定を受けたものとする

　ル塗り

性能（耐火時間）

　ール

　ウール

　シウム板

・標準仕様書 表7.2.3(JIS附属書品)又はJIS本体規格品(ISO規格)による
（JIS本体規格品による場合は、ボルトの種類を呼び径六角ボルト又は全ねじ六角ボルト、強度区分を4.6又は4.8の

鋼製とし、ナットの種類を六角ナットーCの鋼製とする。なお、呼び径六角ボルトの軸径の最大寸法は、ボルトの
径の値以下とする。）

・

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

・図示による(　　　　　　)　　・

(7.3.2)

床型枠用を使用する場合に受注者は、施工に先立ち施工の安全性を確認すること

・低応力高サイクル疲労を受ける部位　 (7.6.7)

・図示による(　　　　　　)　　・

（S-010　コンクリート仕様による)

下記以外全て

地下1階床より上部

基礎、基礎梁、ピット

化粧型枠は意匠図による

Ｈ

SS400 小梁・間柱

SN400B 大梁

SN490C,TMCP325 ダイヤフラム

SN490C 柱

・全箇所

屋根スラブ SGCC

・図示による

Ａ

・屋外露出部分

・SRC部分に限る

・その他溶接に関する規定は、S-011による

・ 全数行う

第5水準

110

100

S-052による

S-019による

takahasi1346
長方形
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総括調査職員　松村壮敏

建築調査職員　馬上　威

建築調査職員　大江良太

一級建築士

第282915号 第5942号

宮坂　大祐

一級建築士

第334570号 第9202号

倉内　信幸

一級建築士

第364417号

高橋　加南

株式会社 梓設計

一級建築士　第182771号

管理技術者　永池　雅人

一級建築士

第254683号 第3974号

小林　裕明

株式会社 梓設計
構
造
設
計
者

里中　拓矢
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